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町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
令
和
六
年
の
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
私
ど
も
議
会
の
活
動
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
議
員
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
少
し
で
も
多
く
の
団
体
や
町
民
の

皆
様
と
の
意
見
交
換
の
場
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
六
年
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
賑
や
か
な
年
に
な
る
と

思
い
ま
す
。ま
た
、利
根
川
新
橋
着
手
や
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
、教
育

施
設
の
老
朽
化
対
応
、
都
市
計
画
道
路
の
更
な
る
促
進
な
ど
本
町
に
は

多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

議
員
一
同
、
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
町
と
連
携
し
、
皆
様
の

声
に
耳
を
傾
け
、
頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
が
ご
健
勝
で
幸
多
い
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
議
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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大谷純一 おおや  じゅんいち 髙橋祐二 たかはし  ゆうじ

疾疾
し っし っ

風風
ぷ うぷ う

にに
　　　　勁勁

け いけ い

草草
そ うそ う

をを知知
しし

るる
町民の町民の
　　幸せのため　　幸せのため

困難な時でも決して折れない心を困難な時でも決して折れない心を
持ち、邁進したい。持ち、邁進したい。 災害に強い町を目指します。災害に強い町を目指します。

森　雅哉 もり  まさや 酒巻広明 さかまき  ひろあき

未来へ希望を未来へ希望を 仁仁
じ んじ ん

にに里里
おお

るをるを
　　　　美美

びび

とと為為
なな

すす
過去には感謝、現在には幸福、過去には感謝、現在には幸福、
未来へは希望を。未来へは希望を。

皆が笑って幸福に生きる為、皆が笑って幸福に生きる為、
思いやる心を持ち人に尽す。思いやる心を持ち人に尽す。

柿沼 己 かきぬま  ひでみ 小林正明 こばやし  まさあき

活性化の活性化の
　　取組みを　　取組みを

おめでとうおめでとう
　　ございます　　ございます

都市計画道路早期完成や都市計画道路早期完成や
希望の持てる福祉の向上を目指す。希望の持てる福祉の向上を目指す。

町民皆さまのご多幸と町民皆さまのご多幸と
千代田町発展の年となりますように。千代田町発展の年となりますように。

川田延明 かわた  のぶあき 橋本和之 はしもと  かずゆき

おめでとうおめでとう
　　ございます　　ございます 一一

い ちい ち

意意
いい

専専
せ んせ ん

心心
し んし ん

本町は本年・飛躍の年に本町は本年・飛躍の年に
町発展の為、今年も頑張ります。町発展の為、今年も頑張ります。

これまでもこれからもこれまでもこれからも
議員活動に精進して参ります。議員活動に精進して参ります。

原口　剛 はらぐち  たけし 大澤成樹 おおさわ  なるき

町民みなさんの町民みなさんの
　　　声を議会へ　　　声を議会へ

みんなの夢をみんなの夢を
　　カタチに　　カタチに

みなさんの声を力にし頑張ります。みなさんの声を力にし頑張ります。 必要な人へ適切な支援スピード感を必要な人へ適切な支援スピード感を
もって行います。もって行います。

金子浩二 かねこ  こうじ 橋本博之 はしもと  ひろゆき

一歩ずつ着実に一歩ずつ着実に 何事も何事も
為せば成ります為せば成ります

何事も一歩一歩着実に何事も一歩一歩着実に
進める事が大切だと思います。進める事が大切だと思います。

皆さまと共に明るい町づくりを皆さまと共に明るい町づくりを
目指して頑張ります。目指して頑張ります。

議員に聞いた今年の抱負議員に聞いた今年の抱負
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質問項目

突撃インタ ビュー！ビュー！
東こども園・・西西こども園こども園

Q1 紙おむつの園内廃棄について

Q2 こども園にあったらいいな、
と思うもの

髙た
か

橋は
し

友ゆ

菜な

さ
ん

（
舞
木
東
）

Q1 荷物も多くなるので捨てて
もらえるのは助かります。

Q2 体操教室などがもっとある
といいです。

観み

海う
み

彩あ
や

伽か

さ
ん

（
舞
木
東
）

Q1 近隣では有料のところがあ
るが、無料なので嬉しい。

Q2 子どもたちの作品をもっと
見る機会があるとよい。

田た

中な
か

君き
み

枝え

さ
ん

（
舞
木
）

Q1 親の負担が少なくなるので
とても良い。

Q2 来年も、かき氷を食べられ
るといいな。

有あ
り

賀が

翼つ
ば
さ

さ
ん

（
赤
岩
）

Q1 衛生的にありがたい。

Q2
早期・居残り保育を各30分
程度延長してもらえるとあ
りがたい。

小こ

島じ
ま

真ま

友ゆ

美み

さ
ん

（
赤
岩
）

Q1 とてもありがたいです。

Q2 特にありません。

池い
け

田だ

達た
つ

弥や

さ
ん

（
赤
岩
）

Q1 親としてはとても助かりま
す。

Q2 病児預かりがあるととても
安心します。

西こども園

ます。その中で、子育て・教育施設等の設備の充実も図られています。
ちの保護者の方々に、さらなる要望があるかどうかを聞くと同時に紙

千代田町議会だより「大河」165号　令和６年１月25日発行 4



突撃突撃インタ ビュー！インタ 
東東こども園・こども園 西こども園

石い
し

黒ぐ
ろ

美み

里さ
と

さ
ん

（
上
中
森
）

Q1 衛生的にも助かると思いま
す。

Q2 朝の体操や、運動する機会
が増えるといいと思います。

白し
ら

石い
し

理り

恵え

さ
ん

（
上
五
箇
）

Q1 大変助かります。

Q2 遊具が増えるとよいと思い
ます。

橋は
し

本も
と

清き
よ

史し

さ
ん

（
舞
木
）

Q1 ぜひ、お願いします。

Q2 床暖房を付けてほしいです。

星ほ
し

美み

麗れ
い

さ
ん

（
上
中
森
）

Q1 負担が減り、とても楽にな
ります。

Q2 遊具がもっとあると良いな。

松ま
つ

沢ざ
わ

千ち

代よ

子こ

さ
ん

（
萱
野
）

Q1
紙おむつの園内廃棄に賛成
ですが、保育教諭の方の負
担や予算が増えるのでは。

Q2 特にありません。

金か
ね

子こ

早さ

和わ

子こ

さ
ん

（
木
崎
）

Q1 園内処理、すごくうれしい
です。

Q2 行事での子どもの成長をた
くさん見たいです。

東こども園

in
ふるさと納税を原資とした新たな施策が色々と進められてい
そこで、今回は特集記事として東西こども園に通う子どもた
おむつの園内廃棄がスタートする事についても聞いてみました。
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令和５年
12月定例会
12
４

12
８

（５日間）
 本　会　議 
４日　一般質問
５日・８日

議案審議他
 常任委員会 
６日　文教民生
　　　総務産業

問

基
金
の
積
立
期
間
と

上
限
額
は
。

答

期
間
は
周
辺
整
備
が

終
わ
る
ま
で
、上
限
額
は

将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
定

ま
っ
て
か
ら
検
討
し
ま
す
。

財
源
は
余
剰
金

問

ふ
る
さ
と
納
税
を
原

資
と
し
て
考
え
て
い
る
の

か
。

答

ふ
る
さ
と
納
税
を
含

む
予
算
の
余
剰
金
を
割
り

当
て
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

構
想
内
で
、
道
の
駅

を
考
え
て
い
る
と
思
う
が

県
道
や
町
道
で
は
許
可
さ

れ
な
い
の
で
は
。

答

道
の
駅
は
国
土
交
通

省
の
管
轄
で
す
が
、
必
ず

し
も
国
道
沿
い
だ
け
が
許

可
対
象
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
物
産
店
や

テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
も
含
め

町
全
体
が
活
気
づ
く
場
所

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

主
な
質
疑

　

令
和
５
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
、

12
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
の
５
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
上

程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、

町
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

構
想
が
定
ま
り
次
第

道
の
駅
設
置
を
検
討

問

給
食
材
料
費
は
高
騰

に
対
応
す
る
も
の
か
。

答

４
月
か
ら
10
月
ま
で

の
対
前
年
度
比
で
平
均
約

12
％
増
の
物
価
高
に
対
応

す
る
も
の
で
す
。

問

総
合
体
育
館
・
温
水

プ
ー
ル
施
設
の
監
視
体
制

は
。

答

現
状
は
防
犯
カ
メ
ラ

５
台
、
レ
コ
ー
ダ
ー
１
台

が
稼
働
中
で
す
。
さ
ら
に

防
犯
カ
メ
ラ
２
台
と
レ

コ
ー
ダ
ー
１
台
を
追
加
し

ま
す
。

補
正
予
算

（
第
６
号
）

平
均
12
％
の
高
騰

千
代
田
町
利
根
川
新
橋
周
辺
開
発
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

移
動
式
エ
ア
コ
ン
の

能
力
は
。

答

部
活
な
ど
の
休
憩
時

に
局
所
的
に
冷
房
が
で
き
、

電
源
は
通
常
コ
ン
セ
ン
ト

を
使
用
し
ま
す
。

中
学
校
に
４
台
購
入

※
以
前
よ
り
災
害
時
の
避
難

所
・
熱
中
症
対
策
と
し
て
議

会
よ
り
要
望
し
て
い
た
移

動
式
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
ま
す
。

防
犯
体
制
の
強
化

犯罪抑止

高騰している食材

移動式エアコン導入（イメージ図）
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審議議案と議員の賛否（12月定例会）
上程された議案・概要・結果

金
子
浩
二

橋
本
博
之

原
口　

剛

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

森　

雅
哉

川
田
延
明

小
林
正
明

柿
沼

己

髙
橋
祐
二

議決結果
（賛成：反対）

条例制定
◇千代田町利根川新橋周辺開発基金条例の制定
【利根川新橋の事業主体は県となるが、周辺道路や関連施設については、今後、町で計画的に整備
を進めていく必要がある。そこで、財源を確保するための新たな基金を創設するため、本条例の制
定を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例改正
◇千代田町課設置条例の一部を改正する条例
【本条例は、町民サービスの更なる向上を図るため、令和６年４月より機構改革を実施すべく「千
代田町課設置条例」の一部改正を行う。併せて、附則において関係条例についても改正を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
【令和５年８月の人事院勧告と10月の群馬県人事委員会勧告に基づき、職員の給与改定を行うもの。】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
【職員の給与条例の改正により、職員の期末勤勉手当が引き上げられることから、同様に特別職の
期末手当についても引き上げを行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
【人事院勧告及び群馬県人事委員会勧告に準じて、職員の給与の改定を行うことに伴い、会計年度
職員についても職員に準じた給与等の改定を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
【「全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律
（令和５年法律第31号）」が公布され、国民健康保険税の改正部分については、令和６年１月１日か
ら施行されることとなった。そのことに伴って、千代田町国民健康保険税条例についても所要の改
正を行う必要が生じたため改正を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町印鑑条例の一部を改正する条例
【現在の千代田町印鑑条例では、コンビニ交付サービスの利用にあたり使用する媒体をマイナンバー
カードに限定しているため、今回、スマートフォンを追加し、併せて、スマホ用電子証明書が搭載
されているスマートフォンを利用して、多機能端末機を印鑑登録者本人が操作のうえ印鑑登録証明
書の交付を受けることができる旨を規定するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例
【市町村が条例を定めるに当たり従うべき基準又は参酌すべき基準を定める内閣府令が改正された
ことに伴い、引用条項の項ずれの整理など所要の改正を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町資源ごみ等拠点回収所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
【千代田町総合保健福祉センター北側駐車場の一角に整備した「ちよだecoパーク西」の区画を駐
車場用地から分筆したため、本条例第２条の表中に記載されている「ちよだecoパーク西」の所
在地を分筆後の地番に修正するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

補正予算
◇令和５年度千代田町一般会計補正予算（第６号）
【既定の歳入歳出予算の総額に7,669万４千円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ81億
8,678万２千円とするもの。歳入では、町有地売払収入や企業版ふるさと納税などを追加し、歳出
では、マイナンバーカードへの氏名のローマ字表記に係るシステム改修費や中学校体育館に移動式
エアコンを設置するための予算などを追加するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和５年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
【既定の歳入歳出予算の総額に105万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ13億
1,896万８千円とするもの。補正の主な内容は、職員人件費及び産前産後保険税免除措置に伴うシ
ステム改修が必要となったことから、それぞれ追加補正を行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和５年度千代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
【既定の歳入歳出予算の総額に17万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億
6,129万７千円とするもの。補正の主な内容は、保険基盤安定繰入金額の決定による減額及び前年
度後期高齢者医療広域連合市町村負担金（共通経費）の確定に伴い追加補正するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和５年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第３号）
【既定の歳入歳出予算の総額から５万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ11
億15万４千円とするもの。補正の主な内容は、歳入では保険料の追加や一般会計からの給与費繰
入金の減額、歳出では、職員人件費の調整と介護報酬改定に伴うシステム改修委託料などを追加
するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和５年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
【本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ135万６千円を追加し、予算の総額を
３億1,926万７千円とするもの。歳出において、職員人件費の見直しに伴い、職員人件費24万６千
円を追加するとともに、公営企業会計システムの試験運用にあたり、金融機関とのデータ通信を行
うため、一般経費にデータ通信料１万円を追加する。また、公共ます設置箇所の要望に備えるため
管渠整備事業に110万円を追加する。これに伴い、歳入において、収支の均衡を図るため、繰入金
に135万６千円を追加するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

人　事
◇人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
【令和６年３月31日（委嘱発令の集約化により、令和６年６月30日まで延長）をもって任期満了と
なる大谷ひとみ氏（舞木）を、再度、人権擁護委員に推薦したく人権擁護委員法第６条第３項の規
定により推薦するもの。）】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

発　議
◇千代田町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定
【地方自治法が改正され、議会の議員に係る請負に関する規則が緩和されたことを踏まえ、町に対
し請負をする議員が、当該請負の対価として各会計年度に町から支払いを受けた金銭の総額等を
議長に報告し、当該報告の内容を議長が公表することにより、もって議員の個人による請負の状況
の透明性の確保に資するため、本条例を制定するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町議会議員の請負の状況の公表に関する条例施行規程の制定
【上記条例の制定に伴い、請負状況等の報告や訂正、写しの交付申込みの際の方法・様式など必要
事項を規定するため、本規程を制定するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
【人事院勧告に伴う職員の給与条例の改正により、職員の期末勤勉手当が引き上げられることから、
同様に議員の期末手当についても引き上げを行うもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。（〇は賛成、×は反対、欠は欠席）
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６議員が登壇６議員が登壇

金
かね

子
こ

浩
こう

二
じ

議員 P.9

① 工業団地のあり方について
② 感染症対策について
③ 高橋町長の政治姿勢について

原
はら

口
ぐち

剛
たけし

議員 P.10

①  有害鳥獣の現状と対策・今後の対応に
ついて

橋
はし

本
もと

和
かず

之
ゆき

議員 P.11

① スポーツにおけるまちづくり
② 新たな住宅団地造成について

森
もり

　　雅
まさ

哉
や

議員 P.9

① 川
かわ

施
せ

餓
が

鬼
き

と花火について

酒
さか

巻
まき

広
ひろ

明
あき

議員 P.10

①  「共につくろう  人と自然が輝く
　 元気で活力あるまち  ちよだ」について

大
おお

谷
や

純
じゅん

一
いち

議員 P.11

① 邑楽館林まちづくり会社について
② 公務員のハラスメント対策について

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（本町は答弁も含め40分以内）その
中で、町長や町行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、または、
質疑をすることです。ここでは、各議員１項目についてダイジェスト版でお知らせします。

WEBで議会を見よう！
会議録にて全文を見ることができます。
注）公開までには一定の期間を要します。

SDGs（エスディージーズ）とは、地球で暮らし続けていくために達成すべき17の目標
本町では、第六次総合計画にこれらの考えを取込みながら、SDGsの達成に貢献できるよう取組んでいます。
本町議会でも、これらを取入れ、各議員の一般質問に関連するロゴを掲載しています。
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問　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
取

扱
い
に
つ
い
て
。

健
康
子
ど
も
課
長

　

保
護
者
に
園
児
の
健
康
状
態

を
把
握
し
て
も
ら
う
た
め
、
使

用
済
み
紙
お
む
つ
は
持
帰
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問　

こ
ど
も
園
で
の
処
分
は
。

健
康
子
ど
も
課
長

　

保
護
者
と
保
育
教
諭
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
た
め
、
準
備

が
整
い
次
第
、
園
で
の
処
分
に

移
行
し
ま
す
。

　
園
児
の
健
康
状
態
の
把
握
は
、

保
育
教
諭
と
保
護
者
で
共
有
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

問　

高
齢
者
施
設
で
の
使
用
済

み
紙
お
む
つ
の
取
扱
い
に
つ
い

て
。

住
民
福
祉
課
長

　

一
般
廃
棄
物
と
し
て
処
分
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
体
制
が
整
っ
た
際
に
は
、
処

理
費
用
の
低
減
や
企
業
価
値
の

向
上
な
ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と

を
含
め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
し

て
、
介
護
施
設
等
に
理
解
を
求

め
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

川せがきや花火の規模拡大は
【 産業観光課長 】 財源の確保などを検討します

金子 浩二議員 KANEKO KOUJI

森　雅哉議員 MORI MASAYA

問　

川
せ
が
き
の
際
に
、
利
根

川
河
川
敷
西
側
の
整
地
し
た
部

分
も
駐
車
場
に
で
き
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長

　

西
側
部
分
を
使
用
し
な
く
て

も
問
題
が
生
じ
な
か
っ
た
た
め
、

今
の
と
こ
ろ
使
用
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問　

川
せ
が
き
後
の
清
掃
活
動

は
町
職
員
が
行
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長

　

町
職
員
の
他
、
町
商
工
会
や

社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
も
あ

り
ま
す
。

問　

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

る
花
火
や
特
大
二
尺
玉
を
再
び

行
う
予
定
は
。

産
業
観
光
課
長

　

好
評
で
し
た
が
、
今
の
と
こ

ろ
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
川
せ
が
き
の
規
模
拡
大
や
、

花
火
の
打
ち
上
げ
時
間
を
長
く

す
る
こ
と
は
。

産
業
観
光
課
長

　

追
加
財
源
の
確
保
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

川
せ
が
き
と
花
火
に
つ
い

て
、
今
後
の
展
望
や
Ｐ
Ｒ
の
強

化
は
。

町
長　

昨
年
制
作
し
た
特
別
映

像
は
、
日
本
国
際
観
光
映
像
祭

で
優
秀
作
品
賞
で
し
た
。

　

今
後
も
町
内
外
に
向
け
た
話

題
性
の
醸
成
に
取
組
み
ま
す
。

使用済み紙おむつは
【 健康子ども課長 】 園での処分に移行します

使用済み紙おむつ保管箱

今年の川せがきは多くの方が参加

つぶやき

つぶ
やき

保護者の負担が減りますね。

今年の川せがきと花火は多
くの来場者で賑わいました。
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問　

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事

業
で
は
、
タ
ク
シ
ー
券
と
買
物

チ
ケ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
が
今

後
は
。

町
長　

現
時
点
で
利
用
枚
数
の

変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

今
後
の
学
校
給
食
費
補
助

は
。

町
長　

令
和
６
年
度
以
降
に
つ

い
て
も
給
食
費
半
額
補
助
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

問　

夏
休
み
な
ど
長
期
休
学
時

に
、
学
童
保
育
を
利
用
す
る
児

童
に
給
食
セ
ン
タ
ー
で
食
事
を

提
供
し
て
は
。

町
長　

調
理
数
が
大
幅
に
減
少

す
る
の
で
、
１
食
当
た
り
の
経

費
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
点
検
整
備
が
で
き

な
い
調
理
機
器
等
を
分
解
し
、

洗
浄
を
行
う
な
ど
の
対
応
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

問　

千
代
田
町
子
育
て
支
援
ア

プ
リ
の
利
用
状
況
は
。

健
康
子
ど
も
課
長

　

お
子
さ
ん
の
健
康
デ
ー
タ
の

記
録
管
理
や
予
防
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
機
能
を
利
用
す
る
保

護
者
が
多
い
で
す
。

問　

英
語
検
定
補
助
事
業
を
高

校
生
世
代
ま
で
拡
充
し
て
は
。

町
長　

小
中
学
生
が
対
象
で
、

高
校
生
を
対
象
と
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

タクシー券・買い物チケットは
【 町長 】変更しません

問　

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
記

載
さ
れ
て
い
る
実
施
状
況
、
結

果
及
び
課
題
等
は
。

産
業
観
光
課
長

　

令
和
３
年
度
か
ら
有
資
格
団

体
に
業
務
委
託
し
て
い
ま
す
。

被
害
状
況
は
、
自
家
消
費
用
作

物
が
中
心
で
す
。
有
害
鳥
獣
の

生
息
数
も
増
え
て
お
り
、
よ
り

効
果
的
、
効
率
的
な
対
策
を
講

じ
る
考
え
で
す
。

問　

獣
害
対
策
に
は
環
境
整
備

が
必
要
で
、
獣
に
と
っ
て
の
餌

場
、
隠
れ
家
を
無
く
す
こ
と
が

重
要
で
は
。

産
業
観
光
課
長

　

雑
草
地
、
雑
木
林
管
理
は
、

土
地
所
有
者
の
責
任
で
行
う
の

が
原
則
で
す
。

都
市
整
備
課
長

　

空
き
家
管
理
は
、
管
理
不
全

に
な
ら
な
い
よ
う
、
所
有
者
、

管
理
者
に
対
し
書
面
等
で
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

館
林
地
区
消
防
組
合
「
火

災
予
防
条
例
第
24
条
１
項
」
の

見
解
及
び
、
利
根
川
河
川
敷
の

野
焼
き
の
実
施
は
。

総
務
課
長

　

利
根
川
河
川
敷
の
空
地
は
該

当
せ
ず
、
過
去
に
、
住
宅
火
災

や
灰
に
よ
る
苦
情
が
あ
り
、
今

後
も
野
焼
き
は
実
施
し
ま
せ

ん
。

原口　剛議員 HARAGUCHI TAKESHI

利根川河川敷の野焼きは
【 総務課長 】実施しません

酒巻 広明議員 SAKAMAKI HIROAKI

荒れ放題の利根川河川敷

好評なタクシー券

つぶやき

つぶ
やき

高齢者福祉
タクシー事業

千代田町子育て
支援アプリ

獣害対策はまったなし

子育て世代から高齢世代まで安全で安
心して暮らせるまちへ、ふるさと納税
を原資とした町独自の施策拡充を。
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問　

教
育
委
員
会
が
窓
口
と

な
っ
た
包
括
連
携
協
定
数
は
。

教
育
長　

２
件
あ
り
、
１
件
目

は
ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
を
運
営

し
て
い
る
株
式
会
社
ザ
ス
パ
と

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
地
域
づ
く

り
や
観
光
、
産
業
、
防
災
な
ど

に
取
組
む
内
容
で
す
。
２
件
目

は
ペ
ッ
ト
用
品
や
ア
ク
ア
リ

ウ
ム
用
品
を
扱
う
株
式
会
社

チ
ャ
ー
ム
と
動
植
物
を
通
じ
た

子
育
て
支
援
や
青
少
年
の
健
全

育
成
、
自
然
体
験
、
環
境
保
全

な
ど
に
取
組
む
内
容
で
、
今
後

は
小
学
校
で
理
科
の
授
業
に
参

加
し
て
も
ら
う
相
談
を
し
ま

す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
包
括

連
携
協
定
を
町
づ
く
り
に
生
か

す
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、

本
町
で
は
ど
の
よ
う
に
町
の
魅

力
を
高
め
て
行
く
の
か
。

教
育
長　

昨
年
度
は
ザ
ス
パ
ク

サ
ツ
群
馬
の
選
手
に
本
町
の
イ

ベ
ン
ト
参
加
に
数
回
、
来
町
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
群
馬
ク
レ

イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ス
と
は
協
定
を

結
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
バ
ス
ケ
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
今
後
も
包
括
連
携
協
定
に

向
け
い
ろ
い
ろ
模
索
し
て
い
き

ま
す
。

町職員がハラスメントを受けたら
【 総務課長 】公平委員会に相談できます

橋本 和之議員 HASHIMOTO KAZUYUKI

大谷 純一議員 OYA JUNICHI

問　

町
職
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
受
け
た
と
感
じ
た
時
に
相
談

で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
の

か
。

総
務
課
長　

総
務
課
行
政
係
が

窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

外
部
の
第
三
者
機
関
や
弁

護
士
に
相
談
で
き
る
シ
ス
テ
ム

は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

第
三
者
機
関
に
よ

る
窓
口
は
な
い
の
で
、
必
要
に

応
じ
て
総
務
課
か
ら
群
馬
県
市

町
村
公
平
委
員
会
へ
の
相
談
を

案
内
し
ま
す
。
ま
た
、
職
員
は

市
町
村
職
員
共
済
組
合
が
実
施

し
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
う
し
た
相
談
窓
口
を
職

員
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

問　

町
長
な
ど
の
三
役
や
課
局

長
が
加
害
者
に
な
っ
た
場
合
、

対
応
で
き
る
の
か
。

総
務
課
長　

総
務
課
に
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
相

手
が
三
役
や
課
局
長
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
総
務
課
と
し
て
職

員
を
守
り
ま
す
。

スポーツを通して町の魅力を高めるには
【 教育長 】 包括連携協定を模索していきます

つぶやき

群馬県市町村公平委員会

千 　代　 田　 町 　役 　場 職　　　　　　員

※１　県内複数の市町村、一部事務組合及び広域連合等で群馬県市町村公平委員会を共同設置中。
※２　公平委員会とは、職員の職務等に関し相談できる機関です。

審査請求や相談等を
することができる。

ザスパクサツ群馬のイベントの様子

公平委員会図

つぶ
やき

プロのスポーツ選手と直接触れ合う
ことで、子どもたちは何らかのイン
スピレーションを受けるはずです。

内部相談ではなく、直接外部に相談
できるシステム作りが必要。
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　中学校校舎の老朽化によって雨漏りなどの不具
合が発生している。同じ場所で建て替えるのか、
あるいは新たに違う場所に建設するのか。同時に
小中一貫校の可能性についても検討するかどうか
が課題となっている。

本町の課題 先進地の取組み

　中学校における校舎の老朽化が進んでいるので、速やかに建替えの計画立案が必要である。小中一貫校の導
入の是非も検討しながら、実際のメリット・デメリットを充分に把握し、住民との対話や子ども目線での考察
などを行いながら、しっかりと考えることが重要である。
　本町では将来的な人口減少が懸念されているが、新橋建設による人口増加も期待がもてる。そのため、人口
の推移についても考慮する必要がある。

　小中９年間を３・４・２体制で行っている。上
級生と下級生の交流が続いており、小学校から
知っている先生に会うことができ、安心である。
また、中１ギャップが無くなり、いじめや不登校
も減少していた。

令和５年11月８日㈬　　静岡県沼津市（長井崎小中一貫学校）

中学校の老朽化問題

　本町の中学校は建設から55年を迎え、老朽化のため建て替える必要が生じている。
また、東西小学校の児童数減少の問題もある。そのため、小中一貫校を含めた建て替
えの検討、及び実際の運営状況や問題点について学ぶ。

文教民生委員会からの視点

研 修
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総務産業委員会からの視点

先進地の取組み
　人口は11,000人を割込み10,900人台を推移し
ています。出生者数も平成30年は67人でしたが
コロナ禍の影響もあり、令和４年は52人と減少し
ていて、持続可能なまちづくりへの手段を講じる
必要があります。

本町の課題

　人口増加対策の重点施策として、新たな工業団地を造成し企業誘致など雇用の創出や住む場所の確保、そし
て、ふるさと納税を原資とした独自の施策の拡充を図ることも大切です。若者・子育て世帯から高齢者世帯ま
で全世帯へ支援体制の充実を図り、誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりの推進が重要と考えます。また、
医療体制の充実も必要です。これからも「本町に住み続けたい・住みたい・住みたくなる」まちづくりを目指
し調査研究を行っていきます。

　若い世代への支援では、多様な働き方の確保、
子ども・子育て世代への支援では、０歳児からの
子育てに対し待機児童ゼロなどに力を入れ生活基
盤の安定を図るための環境づくりに取組んでいま
す。また、医療体制も充実しています。

令和５年11月９日㈭　　静岡県浜松市（企画調整部）

安心して暮らせる社会を目指して

　全国的な問題でもある人口減少、本町でも少子化社会に向けた対策を講じる必要
があります。今後の町総合計画立案に生かせる点について、浜松市で取組んでいる
「“やらまいか”人口ビジョン」について学ぶ。

全 体
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質疑 質疑

追跡意見
交換

令和５年９月定例会で協議した農地周辺の雑草管
理に対して農業関係者の協力により一部きれいに
なりました。農地の適正な管理を要望します。

役場東側道路

伐採は難しい 順次改修中です

新たな都市計画道路は

利根川河川敷の樹木

役場周辺を整備していくためには市街化調整区域と
市街化区域の線引きが必要である。

議　員 役場東側都市計画道路の計画は。
執行部　次年度以降に測量調査費の予算化を考

えています。
町　長　役場周辺の市街化調整区域と市街化区

域の線引きは昭和52年以降行われてい
ないので新たに考えていく必要がある。

議　員 利根川河川敷の樹木の伐採はできない
のか。

執行部　自然保護の観点と各種自然団体の理解
を得る必要があることから難しいと考
えます。

町の発展は道路町の発展は道路
づくりにありづくりにあり

総務産業常任委員会 総務課・企画財政課・産業観光課・建設環境課・都市整備課

　委員会では、12月６日に町と「これからの
町づくりについて」の意見交換や本会議以外で
あった出来事の報告について協議しました。ま
た、委員会で実施した視察研修などの活動を報
告します。

農地周辺の適正管理

利根川河川敷では多くの動植物の生息地域になっ
ていることから自然保護としての役割もある。

雑草への対応

広域農道の耐久性は

議　員 広域農道の路面は大型車両に耐えられる
のか。

執行部　道路の路盤調査を実施しています。長
寿命化が図れるような道路の構造に順
次改修を進めていく予定です。

都市計画道路赤岩新福寺線が開通すると大型車両
の交通量が増え路面の損傷が多くなるが早期に対
応を行う必要がある。
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　人口減少傾向の中、定住人口の維持は町の活
力維持に不可欠です。「ふれあいタウンちよだ」
は優良な住宅地であり、定住・移住を促し早期
完売を目指す必要がある。

　人口増加へ安定した地域の雇用創出を図るこ
とが必要です。そのため、企業を誘致する工業
団地の造成や、誘致企業に対する支援など企業
に選ばれる環境整備が必要です。

委員会の視点

委員会の視点

本町の取組み

本町の取組み

　残り68区画の早期完売を目指す販売活動とし
て、住宅メーカーへの売込み、町のイベントや町
内外の大型商業施設および町内や近隣企業などへ
PRする。また、定住・移住者の経済的支援として、
移住者住宅取得等補助金の活用と子育て支援の
充実が図られている本町をPRする必要もある。

　今後も工業団地造成を進め雇用の創出を図る。
住宅団地販売を考慮して埼玉、東京圏に近い利
便性をPR、優良企業の誘致を図る。企業誘致が
進めば、住宅団地の販売促進にもつながると考
えます。

　住宅メーカーへの売込み。
　明和町や本町の企業に勤務する埼玉県在住の
方への売込み。（移住者住宅費補助金、職住接
近の利便性のPR）

　千代田第三工業団地（上中森、下中森）分譲
面積約14.9haは、令和５年８月末に造成工事
は完了。企業向けに紹介し、４区画すべて予約
済です。

ふれあいタウンちよだ住宅用地分譲状況の確認

区画全て予約済

■令和５年11月16日㈭　　■ふれあいタウンちよだ（上中森）

■令和５年11月16日㈭　　■千代田第三工業団地

町の活力維持に不可欠な住宅地

企業に選ばれる環境整備を

本町の課題

本町の課題

視 察
研 修
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意見
交換 質疑

質疑 質疑回復しつつあります

紙おむつの園内処理へ町税等の滞納は

運動会をコロナ前の状況に 子ども食堂がスタート

議　員 専門の担当係を作るべきでは。
執行部　他の課局とも連携をとりながら行って

います。
議　員 税の公平性はとても大切。
執行部　町税等の滞納対策として口座振替の

キャンペーンを行う予定です。

93.0293.02

94.2194.21

95.2795.27 95.4195.41 95.1695.16

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

町税等の収納率（過去５年間）
単位（％）

持帰りの廃止収納率の向上に
努めています

フードドライブに
協力を

文教民生常任委員会 税務会計課・住民福祉課・健康子ども課・教育委員会

　委員会では、12月６日に町と「税の収納・滞
納の現状、園児・児童・生徒に関する収納・滞
納の現状とサポート体制」の意見交換や本会議
以外であった出来事の報告について協議しまし
た。また、委員会で実施した視察研修などの活
動を報告します。

議　員 運動会は半日のままか。
執行部　検討する余地はあります。
議　員 西小の鼓笛隊の復活は。
執行部　ドラム隊は復活したが、指導等の問題

で時間がかかります。

議　員 今後の頻度は。
執行部　月に１回の予定です。
議　員 中学生も来やすい時間帯にするのは。
執行部　検討します。

議　員 持帰っていた理由は。
執行部　保護者に園児の健康状態を確認しても

らうためです。
議　員 ゴミ箱の設置場所は。
執行部　日陰で風通しが良く、子供が来ない場

所に設置します。

町税等滞納率は町税等滞納率は
減少している減少している
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　必要に応じた建物の改修は
もちろんのこと、蔵書や施設
設備の拡充も図られているが
入館者数は伸びていない。図
書館を核とした事業の開催に
より、新しい利用者層の獲得、
図書館の役割と将来展望につ
いても考える必要がある。

委員会の視点
　ネット環境の普及により、図書館に足を運ばなくても様々な情報を容易に取得できる社会になりました。
　一方で、社会環境の変化に伴い、図書館に求められるサービスも多様化しています。単に本を借りる、
調べものをするなどにとどまらず、地域のにぎわいや世代間交流による新たな文化や活動の場となること
を目指した図書館が注目されています。
　新たな図書館づくりを町民との協働により加速させてほしいです。

太田市美術館・図書館
　美術館と図書館の融合した市民や駅の利用者が気軽に利用・滞
在できる文化交流の複合施設です。また「まちじゅう図書館」事
業は、とてもユニークな取組みで、地域全体の本を愛する文化を
醸成するには良い取組みです。

邑楽町立図書館
　「明るく、開かれた、ぬくもりのある図書館」として運営され
ています。移動図書館「はくちょう号」による町内施設や学校の
巡回、図書館の本が自宅に届く貸出郵送サービス「うちとしょ」
事業も魅力的です。

■令和５年10月13日㈮　　■太田市美術館・図書館　邑楽町立図書館

人が行き交う　魅力いっぱいの図書館

建設から約40年が経過し経年劣化も顕著な山屋記念図書館。
図書サービスの向上と、地域コミュニティーの発展に向けた新たなランドマーク的、図
書館を目指し、そのヒントやアイデアを学ぶ。

視 察
研 修

本町の課題 先進地の取組み
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議会を傍聴しませんか？

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

次回の議会は  臨時会 ２月20日火～２月29日木
定例会 ３月１日金の予定です
（一般質問は３月１日の午前９時からです）

千
代
田
町
議
会
だ
よ
り

N
o.165

12月
定
例
会

令
和
６
年
１
月
25日

発
行

発
行
／
千
代
田
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
370-0598　

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町
大
字
赤
岩
1895-1

TEL／
0276-86-2111（

代
）

議会広報編集委員会
委
員
長

大
澤　

成
樹

副
委
員
長

原
口　
　

剛

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

橋
本　

和
之

委

員

酒
巻　

広
明

委

員

橋
本　

博
之

委

員

金
子　

浩
二

今号の表紙  ～みんな仲良く元気な園児たち～
　ふるさと納税を原資とした新たな施策のうち、「切れ
目のない子育て支援」や、「子育て・教育施設等の整備」
を活用している空っ風に負けない元気な園児たちです。
　子育て世代に優しい本町独自の施策で移住者の増加
を目指します。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

発
行
責
任
者

　
　

議　

長

髙
橋　

祐
二

本町の良いところ、自慢するところ
　学校の先生、ご近所さん、野球チームの人たち等、　学校の先生、ご近所さん、野球チームの人たち等、
千代田町に関わっている人はみんないい人です。千代田町に関わっている人はみんないい人です。

こうしたら、もーっと良くなる千代田町
　映画館、カラオケ、お風呂屋さん（サウナ）等、　映画館、カラオケ、お風呂屋さん（サウナ）等、
遊べる施設が増えるといいです。チェーン店の飲食遊べる施設が増えるといいです。チェーン店の飲食
店やスーパーがあるといいです。居酒屋も‼ これか店やスーパーがあるといいです。居酒屋も‼ これか
らどんなお店が増えるのか楽しみです。らどんなお店が増えるのか楽しみです。
　また、ふれあいタウンの中に川俣駅まで行くバス
があったらいいです。

移住を考える人に一言
　公園が多く、子育てしやすい町です。町の発展性
もまだまだあるので、ふれあいタウンも早い者勝ち
ですよ～！

移住した理由は？
　結婚して家を買うことになり、移住しました。私
は邑楽町、主人は足利市の出身です。
　千代田町は公園も多く、静かで発展性があると思
い魅力を感じました。ふれあいタウンには同年代の
子どもが多く、安心して子育てができました。

　読んでもらえる議会だより「大
河」を目指して、広報編集委員会
が議会だよりの作成に取組んでい
ます。これからも町民の声を聴き、
大河で届けていきます。町内で議
員のインタ
ビューを見
かけたら、
ご協力よろ
しくお願い
します。

あなたの声で
　　　議会が変わる

あなたの声を
ご意見
ご感想

どんなことでも

本町に移住した方を紹介します。自薦他薦問いません。
ぜひご応募ください。 ▼議会事務局　☎（86）7009

移住・定住
詳しくは
こちら

ちょうどいいね　ちよだぐらし移住した方大募
集

WELCOME
MY   TOWN
CHI Y ODA
ようこそちよだ  Vol.6

移住して15年

尾
お

花
ばな

美
み

奈
な

子
こ
さん（上中森）

美
み

彩
さ
さん（中学３年生）

家族：夫婦と子ども２人
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